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ホクリクサンショウウオの遺伝子分析による生息域研究

　学術研究部理学系の山崎裕治
准教授らの研究グループは、遺伝
子分析によって、絶滅危惧種に指
定される固有種ホクリクサンショ
ウウオの進化や生息域拡大ルート
の歴史を明らかにしました。
　富山県・石川県の生息範囲を網
羅する複数地点において、2011年
～13年に試料を採取し遺伝子分
析を行った結果、ホクリクサンショ
ウウオの祖先は150万年以上前に
現在の飛騨山地周辺で出現し、土地の隆起や土砂の堆積による
北陸地域の陸地拡大と共に、能登半島の先端方面へ生息域を
広げたことが推察されました。今回の研究により、ホクリクサン
ショウウオを始めとする希少生物の保全や、地域固有種の進化
の理解に貢献するものと期待されます。

睡眠中における脳の情報処理の仕組みを解明
 学術研究部医学系の井ノ口馨教授らは、睡眠中の大脳皮質の活動が、既存の記憶を基に直接には学んで
いない推論知識を導き出すことや、ノンレム睡眠が散在している記憶を整理し、レム睡眠が整理された記
憶から推論知識を計算していることを、マウスの実験によって明らかにしました。
　実験では、形状などが異なるAからEまでの5つの部屋を用意。「A-B」「B-C」「C-D」「D-E」のペアで、
アルファベット順が早い方に入れば報酬を与える学習作業を繰り返し、その後初めて見せる「Ｂ-Ｄ」ペアで
正解できるかどうかを試験しました。学習直後の正解率は約50％でしたが、睡眠を経た翌日以降は約
80％に上昇し、一方で睡眠を妨げたマウスでの正答率は上がりませんでした。大脳皮質の神経細胞活動
を調べると、学習後のノンレム睡
眠中にAからEの全体の階層性を
整理し、レム睡眠中に、直接には
経験したことのないB＞Dの関係
を推論していました。今回の研究
は、潜在意識下の脳機能の理解
や、脳が持つ潜在的な能力をさら
に発揮する方法の開発に繋がると
期待されます。
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JST 共創の場形成支援プログラム
「地域共創分野 本格型」に昇格

　2024年1月、科学技
術振興機構の「共創
の場形成支援プログ
ラム」令和６年度本格
型昇格プロジェクトと
して、本学を中心とす
る「富山循環経済モデ
ル創成に向けた産学
官民共創拠点」が採択されました。本学は令和４年度に同
プログラムの「地域共創分野・育成型」に採択され、今回そ
の活動が評価され「本格型」へ昇格を果たしました。「本
格型」では年度あたり最大２億円、最長10年間の支援を受
けます。
　本格型10年間の構想では、富山におけるリサイクルシステ
ムと循環経済型社会を地域の産学官民の全ステークホル
ダーと共に構築し、アルミの環境付加価値を向上させ、地
域企業の電気自動車等の新市場への進出を支援します。

石川県立輪島漆芸技術研修所
卒業証書授与式を挙行

　本学芸術文化学部では、能登半島地震により石川県立輪
島漆芸技術研修所の建物や敷地が被害を受けたことから、
研究生8名を受入れ、施設の提供、漆芸教員の協力指導を
行ってきました。このうち特別研修課程２年の4名が無事卒
業を迎え、5月7日に行われた令和５年度卒業証書授与式に、
本学から齋藤 滋学長、林 暁附属技藝院・センター長が参列
しました。本学はこの度の支援が、漆芸分野、そして未来の輪
島漆器産地への貢献に繋がることを願っています。
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令和６年能登半島地震に関連する
海洋調査

　富山大・九州大・長崎大からなる研究チームは、1月 
1 日に発生した能登半島地震を踏まえ、5月 31 日～ 6月
2 日の期間、長崎大学附属練習船「長崎丸」を用いた海洋
調査を実施しました。
　調査の中間報告では、富山湾の水深 1,300m 付近の海
底谷に地震の影響とみられる地層の堆積が確認され、過
去の海底面の上に最近の地層が 15cm ほど堆積してい
ました。また、泥で海底近くが濁り、有機物の分解によっ
て海水中の溶存酸素が大きく低下していました。シロエ
ビやベニズワイ
ガニの生息環境
でも同様な水環
境であると推測
され、海洋生物の
生息環境悪化が
漁獲へ影響した
可能性がみられ
ます。

タイ・キングモンクット工科大学との
学術交流協定を締結

　7月、齋藤滋学長一行は学術交流協定の締結及び国際
共同研究の実現を目的にタイを訪問しました。
　アルミニウム
研究分野におい
てかねてより連
携してきたキン
グモンクット工
科大学ノースバ
ンコク校と大学
間学術交流協定
を締結し、同大
学トンブリ校工
学部と本学先進アルミニウム国際研究センターの部局間
学術交流協定を締結しました。また、タイ国立金属材料
技術研究センターで、国際共同研究に関する会議を開催
し、両機関の紹介や活発な意見交換が行われました。今
後、本学のアルミニウム研究の飛躍と国際プレゼンスの
高まりが期待されます。

学術研究部医学系
准教授

2024年3月8日～10日

畑　 由紀子

日本循環器学会
Circulation Journal Awards 
                 for the Year 2023

学術研究部薬学・和漢系
講師

2024年5月21日

藤井 拓人

第41回とやま賞
とやま賞
（学術研究部門 医薬・生命科学分野）

附属病院小児科
講師

2024年5月28日

種市 尋宙

令和6年度消費者支援功労者表彰
内閣府特命担当大臣表彰

理工学教育部

2024年3月13日

堀　 功雅

日本鉄鋼協会　澤村論文賞

学術研究部人文科学系
講師

2024年5月21日

長村 祥知

第41回とやま賞
とやま賞
（学術研究部門 人文社会分野）

受 賞 者 紹 介受 賞 者 紹 介祝

学術研究部都市デザイン学系
特命助教 加藤 謙吾
学術研究部都市デザイン学系
教授 小野 英樹

理工学教育部

2024年3月13日

堀　 功雅

日本鉄鋼協会　澤村論文賞

学術研究部都市デザイン学系
特命助教 加藤 謙吾
学術研究部都市デザイン学系
教授 小野 英樹

未病研究センター
特命助教

2024年6月27日～28日

竹谷 皓規

第33回日本がん転移学会学術集会・総会
優秀演題賞

総合医薬学研究科
博士後期課程1年 山口 叶大
医薬理工学環
博士前期課程１年 坂野上 拓

※他の受賞者情報はホームページをご覧ください。 https://www.u-toyama.ac.jp/news-education/

イベント「つながるcafe＠スギノマシンラウンジ」を開催

　7月31日、本学地域連携戦略室とスギノマシン
株式会社の共催で、交流イベントが開催されま
した。同室の創設10周年と、令和6年4月から開
始したネーミングライツ事業を記念して、同社
が命名の「スギノマシンラウンジ」（五福キャ
ンパス学生会館）にて行われました。
　「人がつながる」をテーマに、杉野代表取締
役副社長や学生らによる話題提供や懇談が行わ
れました。学生・教職員・地域の企業等から約
100名が参加し、参加者同士の繋がりや地域連携
のきっかけを提供する場となりました。
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